
[全国の受賞作品は以下のページからご覧いただけます]
○ 2024年度「情報通信の安心安全な利用のための標語」入賞作品について
（情報通信における安心安全推進協議会（令和６年５月１５日発表））
https://www.fmmc.or.jp/Portals/0/images/hyogo/news/20240515/NEWS20240515.pdf

「情報通信の安心安全な利用のための標語」表彰式を実施
～高知市立横浜中学校が四国総合通信局長賞を受賞～

◆ 2024年度「情報通信の安心安全な利用のための標語」（主催：情報通信における安心安全推進協議会、後援：
総務省、文部科学省等）（※）について、高知市立横浜中学校の応募作品が、「学校部門」の四国における最優
秀作品である総務省四国総合通信局長賞に選定され、令和６年６月６日（木）に田口 幸信（たぐち ゆきのぶ）
四国総合通信局長が、同校を訪れ表彰状を授与しました。四国総合通信局では教育機関等、地域の関係者と
連携して、青少年の安心安全なインターネット利用環境整備の推進に取り組んでまいります。

※ 「情報通信における安心安全推進協議会」（会長：澤田 純）において、初心者を含む情報通信利用者が安心・安全に利用するためのルールやマ
ナー、情報セキュリティに関する意識や知識の重要性に気づき、考えるきっかけとすることを目的に毎年標語を公募（今年度で１７回目）し、受賞作品を
用いた啓発活動を行っています。

［学校部門］ 総務省四国総合通信局長賞
受賞者 高知市立横浜中学校

［お問い合わせ先］情報通信部 電気通信事業課 電話 089-936-5042
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【受賞作品】 【表彰式の模様】

［受賞作品を考えた川添太陽さん（横浜中学校３年生）からのコメント］

故意に人をいじめようと思って投稿することよりも、軽はずみに投稿し
た言葉が親友を傷つけてしまうことに目を付け、呼びかけるつもりで標
語を書いた。自分が思ったことを率直に標語にしただけだったが、四国
最上位賞を取れたということで嬉しい。


